
最終更新日 2024年5月2日

プログラム名
（40字以内）

団体名/所属

活動区分 国際交流体験活動 希望する選考方法 書類審査後に面接

募集人数 約15人 選考対象 大学院学生を含む

活動方法

参加者に求めるもの

活動期間
2024/9/9(月)～9/13(金)

主な活動予定場所 スイス（ジュネーブ・チューリヒ等）

プログラム実施の目的

具体的な内容(800字程度)

【総額】参加するための
費用

【内訳】参加するための費用
(宿泊費)

【内訳】参加するための
費用(交通費)

【内訳】参加するための
費用(その他)

奨励金額(予定) 80,000円

備考

活動に関する関係資料の
ダウンロードサイト

応募団体を紹介するウェブサイト
等(団体で応募の場合)

この企画に対する担当者
(応募団体)の参加の有無

上記「具体的な内容」に例示されている訪問先のうち、特に関心があるものがあれば、参加申込書にその旨明記してくだ
さい（複数可）。訪問先の内訳については希望にあわせて調整する予定です。
このため、必要な場合には参加希望者を選考するにあたり面接を行うこともあります。ただし、訪問先の都合等で必ずしも
希望が叶うとは限りません。

なし

https://www.facebook.com/groups/516595689952645

※同窓会のFBページは会員限定ですが、参加を検討される方は一時的に入会していただいて（無料です）内容を見ていただけるよ
うにします。入会申し込みの際に「体験プログラム参加検討」と明記してください

参加する

国際機関や一流の研究機関が集中し、欧州の中でもとりわけ多様な多国籍企業が基盤を置くスイスを訪問し、学生の視
野を広げる。

スイスにある国際的な研究所・国際機関・企業を訪問、見学し、職員と議論・意見交換を英語で行う。
具体的な訪問先として確定しているのは、ジュネーブのいくつかの国際機関、CERN、Paul Scherrer Institute（チューリヒ
近郊）、Holcim（国際的なセメントメーカーで、サステイナビリティに力を入れた最新のプラント見学）、
World Economic Forumでも有名なダヴォスにある雪・雪崩研究所

ジュネーブにある国際機関の例：ICRC（赤十字国際委員会）、OHCHR (国連人権高等弁務官事務所)、UNCTAD（国連貿
易開発会議）、 UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）、WIPO（世界知的所有権機関）、 WTO（世界貿易機関）など。
9月の実際の訪問先は、学生の学部・関心や先方の都合などを勘案して、参加学生が確定した後に決定します。

その他の訪問先も現在交渉中。また学生のニーズに応じて平行するコースを用意することも考えています。

【日程（案）】
2024年
9/7（土）： 移動（日本発）
9/8（日）： 移動（スイス着）
9/9（月）～13（金）： 訪問
9/14（土）： 移動（スイス→日本）

【現地写真】
https://univtokyo-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/4928854694_utac_u-tokyo_ac_jp/EvIVaYNMH4dCrmViasgxOyIBO-
CDXH8iYSAn7YJJemQuDg?e=bxDsJ2

日本からの渡航とスイス国内移動、宿泊は各自手配

宿泊は各自手配（相談には応じます）

日本からスイスへの航空運賃（各自購入）と国内移動費（Swiss Travel Pass購入なら約300フラン）

現地ガイドを希望する場合は、スイス東大同窓会（下記参照）が適切なガイドを仲介することができる（費用参加者負担）。

B14

スイスにある国際機関（国連欧州本部（UNCTAD等）、WTO、国際赤十字等）、研究機関、企業等を知る

スイス東大同窓会

オンラインを活用しつつ現地活動を行う

英語で意思疎通できること


